
連帯保証人の責任（２０２４年７月１５日掲載） 

契約締結時期などで法改正の影響が  

【質問】 

 友人に「迷惑かけないから」と言われ、借金の連帯保証人になったのですが、先日、私に

支払い請求がきました。払わないといけないのでしょうか。 

 

【回答】 

 連帯保証人には、単なる保証人よりも大きな責任があります。保証人であれば、債権者か

ら保証債務の履行を求められたとき、保証人よりも前に主債務者である友人に支払いを求め

るよう主張（催告の抗弁）することができ、主債務者が取り立て可能な預金などを持ってい

ることを知っていれば、これを理由に保証債務の履行を拒むこと（検索の抗弁）もできま

す。 

 ところが、連帯保証人には、この催告の抗弁や検索の抗弁はありません。そのため、仮に

債権者が主債務者より先に連帯保証人に支払いを求めたとしても拒むことはできません。連

帯保証人は、単なる保証人と異なり、主債務者と同等の責任を負うことになるのです。 

 相談者の場合、連帯保証契約が有効であるとすれば、友人の借金を支払うよう求められた

場合、その支払いをしなければならない可能性があります。その際、債権者が主債務者にい

まだ支払いを求めていないとか、主債務者に取り立て可能な預金などがあることをもって、

支払いを免れることはできません。 

 保証についての民法の規定は何度か改正されており、連帯保証契約を締結した時期も重要

です。平成１６年の民法改正以降は、保証契約を書面でしなければ効力を生じないこととな

っており、また、令和２年４月１日に施行された民法改正でも大きくルールが変更されてい

るため、注意が必要です。 

 保証契約に関しては、以上の通り契約締結の時期などによって法改正の影響があり、その

有効性やどのような対応が望ましいかの判断には専門的な知識を要しますので、一度弁護士

に相談することをお勧めします。  

（弁護士 山中祐） 

  

 


